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要 旨
カリフォルニア州では2016年11月に提案58が住民投票で成立し、2017年⚗月より「グロー
バル経済に向けたカリフォルニア教育計画（California Education for a Global Economy








































tions for Teachers : CSET）」に着目する。
カリフォルニア州のバイリンガル教員資格は何度かの制度改革を経て、現在は、2009年⚗月に施行
された「英語学習者・バイリンガル教員資格法（AB1871）」⑹ によって規定されている。州の教員免許












•｢カリフォルニアの英語学習者のための教員（California Teachers of English Learners :
CTEL）」試験の⚑、⚒、⚓に10年以内に合格すること
•英語学習者教授資格を示すカリフォルニア州以外の州の教員免許を保有していること
•全米教職専門基準委員会（National Board for Professional Teaching Standards :






















ではなく、「カリフォルニア・コモン・コア州スタンダード（California Common Core State Stand-
ards）」、「カリフォルニア・カリキュラム・フレームワーク（California curriculum frameworks）」、「カ













































































































































































































































































































































































ることができる。1996年に全米外国語教育協会（American Council on the Teaching of Foreign Lan-
guages : ACTFL）によって作成された「外国語学習ナショナル・スタンダーズ（World-Readiness




ズ」を踏まえて、1999年に全米日本語教師会（National Council of Secondary Teachers of Japanese）
ならびに北米日本語学会（Association of Teachers of Japanese）により開発されたのが、「日本語学習
スタンダーズ」⒆ である。
ハイスクールにおける「日本語学習スタンダーズ」導入は、2006年に大学入試委員会（College Board）
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以下は多肢選択問題の読むことの手紙に関する試験問題例で、課題文は日本語で、設問は英語で書かれてい
る。
【課題文】
山下先生へ
先日はお忙しい中、本校の科学シンポジウムにおこしくださり、ありがとうございました。
先生の「高齢者とテクノロジー」についてのお話は、生徒も教員も、たいへんおもしろく聞か
せていただきました。現代は、おとしよりの数がふえています。先生の「ハイテクな電化製品や
車なども、おとしよりに分かりやすく、使いやすくしなければいけない」というお考えは、今の
時代、とても大切だと思いました。私たちの学校には、科学者やエンジニアになりたい生徒が多
いので、またぜひ先生のお話を聞かせていただきたいと、みんな願っています。
来年のシンポジウムにも来ていただけるとのこと、ありがとうございます。くわしいことは、
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新しい学年が始まる⚔月ごろに、お知らせします。
小林拓也
【設問⚑】日本の社会のどのような局面が山下先生の研究に着目しているのか。
Ａ．高齢者人口
Ｂ．教育制度の変遷
Ｃ．公共交通機関の発展
Ｄ．職場におけるテクノロジーの統合
正解：Ａ
【設問⚒】生徒は山下先生についてどのように思っているのか。
Ａ．先生の講義は先生の著書よりもおもしろい。
Ｂ．さらに質問をするために先生のところを訪問したい。
Ｃ．先生はテクノロジーの進展に反対している。
Ｄ．先生は自分たちに創造的な刺激を与えた。
正解：Ｄ
【設問⚓】小林先生は山下先生に何を頼んでいるのか。
Ａ．インタビューのために事務室にきてもらいたい。
Ｂ．自分の書いた本の書評を書いてもらいたい。
Ｃ．生徒のためにまた話を聞かせてもらいたい。
Ｄ．ハイテク製品のいくつかを推薦してもらいたい。
正解：Ｃ
【設問⚔】小林先生は学校の生徒についてどのように語っているのか。
Ａ．生徒の多くは科学者やエンジニアになりたがっている。
Ｂ．すべての生徒は先月開かれたシンポジウムに参加した。
Ｃ．生徒は今年再び山下先生に来てもらいたいと願っている。
Ｄ．山下先生の話は時々難しくて理解できなかったと文句を言っている。
正解：Ａ
本稿は、平成30～32年度科学研究費助成事業（基盤研究（C）（一般））「『カリフォルニア多言語教
育法』の意義と課題」（研究代表者：末藤美津子、課題番号：18K02396）の成果の一部である。
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